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	応用
	抗原情報
	背景
	多くのDNA結合転写活性化タンパク質は、基底プロモーターに結合した転写機構と機能的に相互作用することにより、RNAポリメラーゼIIを介した遺伝子転写の開始速度を高める。この活性化には通常、アダプタータンパク質が必要であり、おそらくヌクレオソームをアセチル化して不安定化し、それによってプロモーターにおけるクロマチン制約を緩和する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は転写活性化アダプターであり、PCAFヒストンアセチル化酵素複合体の一部であることがわかっている。この遺伝子の異なるアイソフォームをコードする、選択的スプライシングを受けた転写バリアントがいくつか報告されているが、これらのバリアントの全長は未だ決定されていない。[RefSeq提供、2009年10月]、機能：二本鎖DNAに結合。おそらく隣接するヌクレオソーム間のリンカー領域で、ジヌクレオソームに結合する。クロマチンリモデリングにおいて役割を果たす（類似性による）。遠隔部位からの転写を活性化する酸性活性化ドメインの機能に必須である。,類似性：1つのSANTドメインを含む。,類似性：1つのSWIRMドメインを含む。,サブユニット：GCN5およびNR3C1と相互作用する。PCAF複合体中のP/CAFタンパク質と関連する。PCAF複合体の構成要素であり、少なくともTADA2L/ADA2、TADA3L/ADA3、TAF5L/PAF65-beta、TAF6L/PAF65-alpha、TAF10/TAFII30、TAF12/TAFII20、TAF9/TAFII31、およびTRRAPから構成される。,組織特異性：すべての組織で発現するが、精巣で最も多く発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ADA2L抗体を用いたCOS7細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ADA2L 抗体を使用した RAW264.7 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	1：2000に希釈したTADA2Lポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット解析。

